
CPDSは Continuing Professional Development Systemの頭文字をとったものです。
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継続学習制度（ＣＰＤＳ）と総合評価
　（一社）全国土木施工管理技士会連合会（全国技士会）の継続学習制度は、ＣＰＤＳ加入者が講
習会などで学習をした場合に、その学習の記録を登録し、必要な場合に学習履歴の証明書を発行す
るシステムです。
　一般に継続教育はＣＰＤと呼ばれますが、全国技士会は、2000年（平成12年）に他の建設系学・
協会に先がけいち早くＣＰＤを導入し、特に固有の名称としてＣＰＤにSystemのＳを付けてＣＰＤＳ
と呼んでいます。

CPDSの加入者数
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◆ＣＰＤＳの概要◆

ＣＰＤＳに加入することにより、必要な技術力の向上のために講習会などで学習をした記録を登録し、必要な時に

学習履歴証明書を発行することができます。学習をした記録の単位を「ユニット」とよびます。

ＣＰＤＳには技士会会員以外の方も加入できますが、技士会の会員になると会員料金が適用されます。

技士会への入会は各県技士会等へ直接お問い合わせ下さい。

◆ＣＰＤＳの主な料金◆
１．新規加入（加入時のみ） 3,190円/1名（技士会会員1,320円/1名）

２．学習履歴等の記録（ユニット取得） 550円/1件（技士会会員無料）

３．学習履歴証明書取得 1,430円～/1枚（技士会会員440円～/1枚）

◆ 学習履歴の申請◆ 
受講前に確認しましょう。

受講する講習が認定講習か、認定講習ではないかで提出いただく資料が違います。全国技士会ホームページに

認定一覧を掲載しています。受講する講習が認定になっているか確認しましょう。認定講習でなくても、個人

で申請をすれば審査をします。審査には講習内容、時間のわかる資料等の提出が必要です。案内チラシや申込

書、受講時に使用したテキストは保管してください。

申請には受講証明書が必要です。

認定講習は基本的に受講証明書が発行されます。認定されていない講習に出席する時は、ＣＰＤＳガイドライン

最終ページにある「様式 1」を用意して受講後、主催者から証明印をもらいましょう。

①CPDSへの新規加入

②学習履歴等の記録（ユニット取得）

③学習履歴証明書取得

④学習履歴証明書提出

(⑤各都道府県等技士会会員の場合は会員料

金が適用）

技士会※

全国技士会

発注者

加入者⑤ ③

① ②

④

※各都道府県等の
　土木施工管理技士会
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手続きの申請は全て全国技士会ホームページからインターネットを利用して行います。インターネットでは推奨

のブラウザをご利用ください（Google Chorome Ver.70 以上 / Microsoft Edge Ver.79 以上）。推奨のブラウ

ザ以外では、システムが正常に動作しない可能性があります。

作業手順については、基本操作マニュアルをご用意していますので必ずご確認ください。

（https://www.ejcm.or.jp/about-cpds/）

◆ ホームページのご案内 ◆

◆ JCMホームページ ◆

◆ JCMシステム個人ID画面例 ◆

※全ての画像はイメージです。

ログイン

新規加入

ガイドライン
基本操作マニュアル
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　　　　一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会
ホームページ　httpｓ://www.ejcm.or.jp/

〒102-0076 東京都千代田区五番町6ー2　ホーマットホライゾンビル１階
お問合わせはホームページにある「問い合わせフォーム」をご利用ください。

ＣＰＤＳは技術者の研鑽を積む姿勢を現すため、技術力を適切に評価する指標としても有効と考えられます。

このため CPDS は公共工事の入札の総合評価における技術者加点や経営事項審査の評点にも活用されてい
ます。全国技士会のＣＰＤＳは特に施工管理技術を重視し、行政手続きで評価されることを念頭に置き、すべ
ての申請に対し証拠書類を確認しています。

ユニット登録（履歴）状況を必要に応じて「学習履歴証明書」として発行（有料）いたします。学習履歴証明書は

行政等に提出資料としてご利用いただけます。

◆ 学習履歴証明書のご案内 ◆

◆ CPDSの信頼性 ◆


